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は
じ
め
に
─
─
能
楽
師
協
同
問
題
と 
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
若
流
・
劇
場
演
能
問
題
─
─
　
「
国
民
新
聞
」
大
正
十
年
七
月
六
）
1
（
日
に
「
六
郎
除
名
さ
る
」
の
見
出
し
で
、
梅
若
六
郎
・
萬
三
郎
・
観
世
銕
之
丞
の
「
梅
若
派
」
が
観
世
流
家
元
観
世
元
滋
よ
り
除
名
さ
れ
た
記
事
が
載
る
。
梅
若
派
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
七
月
二
十
六
日
夕
）
2
（
刊
に
「
梅
若
流
遂
に
自
立
す　
初
代
家
元
は
万
三
郎
」
の
見
出
し
で
七
月
二
十
四
日
に
梅
若
流
樹
立
の
宣
言
を
し
た
こ
と
を
載
せ
る
。
観
世
と
梅
若
の
争
い
は
、
免
状
発
行
権
の
問
題
で
あ
る
が
、
そ
の
争
い
自
体
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
た
。
大
正
十
年
の
時
期
に
そ
れ
が
「
除
名
」
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
た
の
は
、
こ
の
時
期
に
「
能
楽
師
協
同
問
題
」
が
能
の
保
護
者
・
愛
好
者
の
団
体
で
あ
っ
た
「
能
楽
会
」
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
国
民
新
聞
」
大
正
九
年
三
月
十
九
）
3
（
日
に
「
是
れ
は
梅
若
流
問
題
と
い
ふ
よ
り
は
能
楽
師
協
同
問
題
と
い
ふ
べ
き
で
、
其
の
発
端
は
一
昨
年
徳
川
家
達
公
が
能
楽
会
々
頭
と
な
ら
れ
し
時
の
こ
と
で
あ
る
。
徳
川
会
頭
就
任
当
時
の
宣
言
に
、
能
楽
前
途
の
為
め
に
は
資
金
も
必
要
な
る
べ
く
楽
師
養
成
も
必
要
な
ら
ん
が
、
第
一
能
楽
師
が
協
同
一
致
も
な
く
て
は
何
事
も
駄
目
だ
と
思
ふ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
前
は
財
力
の
あ
る
華
族
や
財
閥
が
贔
屓
す
る
役
者
を
丸
抱
え
で
「
保
護
」「
愛
好
」
し
、
そ
の
公
演
も
少
数
の
人
が
金
を
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
っ
て
き
た
が
、
東
京
で
も
大
正
十
年
ご
ろ
に
は
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
成
り
立
た
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。「
能
楽
会
」
が
、
個
人
と
し
て
で
は
な
く
協
同
で
出
資
し
て
能
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
会
と
し
て
「
保
護
を
す
る
能
楽
師
の
範
囲
」
と
「
養
成
す
べ
き
能
楽
師
の
流
儀
・
師
匠
」
を
決
め
る
必
要
が
あ
っ
た
。
「
能
楽
」
が
上
流
階
級
の
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
守
っ
て
い
た
一
つ
が
「
能
舞
台
」
で
あ
り
、「
能
舞
台
」
以
外
の
「
劇
場
」
で
の
演
能
の
可
否
が
大
正
期
の
能
楽
界
で
は
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。「
東
京
日
日
新
聞
」
大
正
八
年
十
二
月
十
九
）
4
（
日
に
は
、
能
を
帝
劇
で
一
般
の
人
々
に
公
開
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
趣
旨
の
運
動
を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
と
、「
一
方
梅
若
六
郎
氏
は
、『
私
の
方
は
絶
対
に
お
断
り
す
る
、
又
さ
う
し
た
希
望
も
持
つ
て
居
な
い
』
と
突
ッ
放
し
て
理
由
は
語
ら
な
い
が
、
俳
優
を
河
原
乞
食
と
軽
蔑
し
て
来
た
伝
習
的
な
古
臭
い
観
念
に
囚
は
れ
て
居
る
ら
し
く
、
斯
く
し
て
能
楽
の
民
衆
化
は
今
の
所
手
掛
昭
和
初
期
の
名
古
屋
能
楽
界
─
─
「
能
楽
堂
」
以
外
で
の
催
し
を
中
心
に
─
─
飯　
　
塚　
　
恵 
理 
人＊
飯　塚　恵理人
二
四
り
が
無
い
」
と
、
能
楽
堂
以
外
で
一
般
の
人
が
観
る
こ
と
が
な
い
と
、
能
楽
の
「
民
衆
化
」
は
出
来
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
大
正
期
の
能
楽
堂
は
升
席
主
体
で
、
催
し
の
年
会
費
を
払
っ
た
人
が
観
る
こ
と
が
大
半
で
あ
っ
た
。
所
謂
「
会
員
制
」
で
あ
っ
た
た
め
、「
中
流
以
上
」
の
人
で
な
い
と
な
か
な
か
観
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。「
劇
場
」「
公
会
堂
」
な
ど
「
能
舞
台
」
以
外
で
能
を
行
な
う
意
味
は
、
能
楽
堂
よ
り
も
大
人
数
を
収
容
す
る
こ
と
が
出
来
、
チ
ケ
ッ
ト
代
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
と
、
升
席
で
は
な
く
「
一
人
席
」
で
販
売
で
き
る
の
で
、「
升
席
」
分
は
購
入
で
き
な
い
「
一
枚
」
購
入
者
を
相
手
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
点
に
あ
る
。
し
か
し
、
能
楽
師
は
「
能
舞
台
」
以
外
の
演
能
に
は
非
常
に
消
極
的
だ
っ
た
。「
山
形
新
聞
」
大
正
十
一
年
七
月
十
）
5
（
日
で
は
、「
一
切
の
犠
牲
も
水
泡
に　
能
楽
大
会
は
御
流
れ　
切
な
る
委
員
の
熱
望
も
古
色
蒼
然
た
る
因
襲
に
敢
無
く
蹂
躙
さ
れ
て
血
涙
に
咽
む
主
催
者
」
と
い
う
見
出
し
で
、
「
山
形
県
観
世
支
部
で
は
宗
家
観
世
元
滋
氏
を
筆
頭
と
し
ワ
キ
師
と
し
て
全
国
に
謳
は
る
宝
生
新
氏
其
他
観
世
一
門
を
招
聘
し
、
昨
日
正
午
前
九
時
か
ら
第
二
公
園
仮
能
楽
堂
（
千
歳
座
）
に
於
て
華
々
し
く
能
楽
大
会
を
催
す
筈
の
処
、
頑
迷
な
る
宗
家
側
の
時
代
錯
誤
観
と
、
宗
家
家
憲
と
も
称
す
べ
き
『
劇
場
、
活
動
常
設
館
に
於
て
は
絶
対
能
楽
を
禁
ず
』
と
の
会
則
か
ら
、
催
能
会
長
岸
甚
蔵
及
同
委
員
長
佐
藤
久
吉
両
氏
を
始
め
市
内
謡
曲
家
が
所
有
設
備
を
施
し
盛
会
を
期
し
た
能
楽
大
会
は
突
如
中
止
と
な
り
、
会
員
千
五
百
名
に
達
し
た
夫
等
人
々
に
多
大
の
落
胆
と
悲
観
を
与
へ
た
」
と
、
観
世
元
滋
が
用
意
さ
れ
た
舞
台
が
劇
場
で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
能
を
演
じ
ず
に
帰
京
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。
　
昭
和
二
年
六
月
十
八
・
十
九
日
、
東
京
に
お
い
て
は
、
朝
日
新
聞
）
6
（
社
と
い
う
「
新
聞
社
」
が
催
主
と
な
り
、「
朝
日
講
堂
」
で
能
を
催
し
、
升
席
・
年
会
費
で
は
な
く
一
人
席
・
一
回
限
り
の
チ
ケ
ッ
ト
を
売
り
出
し
て
大
き
な
興
行
的
成
功
を
収
め
た
。
こ
の
催
し
に
は
、
観
世
元
滋
も
出
演
し
て
い
る
。
朝
日
新
聞
社
の
第
二
回
目
に
あ
た
る
昭
和
二
年
十
月
十
八
・
十
九
・
二
十
日
の
能
で
は
、
十
九
日
の
金
剛
右
京
の
《
土
蜘
）
7
（
蛛
》
を
、
初
め
て
ラ
ジ
オ
で
舞
台
中
継
し
、
興
行
的
成
功
と
と
も
に
、
能
を
能
楽
堂
に
行
か
な
い
「
ラ
ジ
オ
の
聴
衆
」
に
聴
か
せ
る
と
い
う
画
期
的
な
催
し
だ
っ
た
。
歌
舞
伎
の
よ
う
な
庶
民
芸
術
と
「
能
楽
」
は
異
な
る
の
だ
と
い
う
矜
持
の
も
と
に
、
従
来
能
楽
堂
以
外
で
は
能
を
催
さ
な
い
と
い
う
原
則
を
破
り
、
家
元
が
「
講
堂
」
で
の
能
に
出
演
す
る
こ
と
、
従
来
の
能
楽
の
後
援
者
と
異
な
る
「
新
聞
社
」
が
能
を
催
す
こ
と
は
能
楽
界
に
お
い
て
大
き
な
事
件
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
実
は
、
こ
れ
は
「
能
楽
協
会
」
に
所
属
す
る
「
家
元
」
級
の
人
が
能
楽
堂
以
外
で
能
を
行
な
っ
た
と
い
う
の
で
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
の
で
、
観
世
宗
家
か
ら
除
名
さ
れ
、
他
の
能
楽
師
の
舞
台
を
使
う
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
た
梅
若
流
が
地
方
で
能
を
行
な
う
と
き
、
能
舞
台
以
外
で
上
演
し
た
例
は
そ
の
前
に
あ
る
。
大
正
十
二
年
三
月
十
七
日
「
大
阪
毎
日
新
）
8
（
聞
」
を
引
用
す
る
と
　
　
復
興
さ
れ
た
る
勧
進
能　
梅
若
流
能
楽
開
催
　
　
第
二
回
民
衆
娯
楽
会　
主
催　
民
衆
娯
楽
研
究
会
後
援　
大
阪
毎
日
新
聞
社
　
　
民
衆
娯
楽
研
究
会
の
第
二
回
と
し
て
「
梅
若
」
の
能
楽
を
汎
く
一
般
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。（
中
略
）
梅
若
は
先
頃
観
世
か
ら
分
れ
在
来
の
五
流
か
ら
離
れ
て
「
梅
若
流
」
な
る
一
流
を
樹
て
、
芸
術
の
真
価
値
と
は
没
交
渉
な
旧
習
慣
の
束
縛
を
断
ち
て
奮
闘
的
活
躍
を
試
み
て
ゐ
ま
す
。
能
楽
の
み
に
作
ら
れ
た
能
舞
台
以
外
で
本
式
の
能
を
演
ず
る
事
は
、
在
来
五
流
で
は
今
以
て
賛
否
の
態
度
が
決
せ
ら
れ
ず
宙
宇
に
迷
つ
て
ゐ
る
折
柄
、
梅
若
は
敢
然
と
し
て
古
い
因
襲
を
破
り
大
阪
中
央
公
会
堂
に
立
つ
決
心
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
民
衆
娯
楽
研
究
の
趣
旨
を
体
し
、
古
来
誤
つ
て
一
部
階
級
の
占
有
物
視
さ
れ
て
ゐ
た
能
楽
を
、
す
べ
て
の
人
々
の
前
に
提
供
し
て
そ
の
鑑
賞
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。（
中
略
）
中
央
公
会
堂
の
舞
台
は
、
今
回
の
催
の
た
め
新
規
に
掛
出
し
舞
台
を
設
け
ま
す
。
　
　
出
演
者
は
梅
若
万
三
郎
、
六
郎
兄
弟
、
観
世
鉄
之
丞
、
並
に
梅
若
一
門
諸
氏
挙
昭和初期の名古屋能楽界
二
五
つ
て
来
阪
し
ま
す
。
　
　
番
組
〔
抄
記
〕　
橋
弁
慶
（
観
世
鉄
之
丞
）、
羽
衣
（
梅
若
万
三
郎
、
青
木
只
一
）、
望
月
（
梅
若
六
郎
、
山
口
直
知
）、
素
謡　
草
紙
洗
小
町
（
梅
若
六
郎
、
観
世
鉄
之
丞
）
　
　
三
月
二
十
五
日
午
後
一
時　
中
之
島
中
央
公
会
堂　
会
費　
特
別
席
（
一
人
）
五
円　
普
通
席
（
一
人
）
三
円
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
梅
若
六
郎
は
、
前
述
の
通
り
大
正
八
年
十
二
月
時
点
で
は
劇
場
で
能
を
行
な
う
希
望
は
な
い
と
報
道
さ
れ
て
い
た
。
大
阪
の
「
中
央
公
会
堂
」
で
の
能
を
行
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
公
会
堂
」
は
「
劇
場
」
で
は
な
い
と
い
う
弁
明
も
出
来
る
が
、
や
は
り
能
楽
堂
を
借
り
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
会
員
制
で
は
な
く
、「
一
般
」
の
人
々
が
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と
か
ら
、
曲
柄
も
《
橋
弁
慶
》《
羽
衣
》《
望
月
》
と
初
心
者
に
筋
の
分
か
り
や
す
い
も
の
が
選
ば
れ
て
お
り
、
席
も
「
一
人
」
単
位
で
の
販
売
で
あ
る
。
新
聞
社
が
主
催
し
て
能
を
催
す
例
と
し
て
、
か
な
り
早
い
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
　
昭
和
初
年
の
名
古
屋
に
お
い
て
も
、
昭
和
五
年
十
月
の
名
古
屋
公
会
堂
の
舞
台
披
、
昭
和
六
年
四
月
の
名
古
屋
能
楽
堂
完
成
直
前
の
時
期
の
新
愛
知
新
聞
社
主
催
の
能
、
昭
和
六
年
十
月
の
名
古
屋
梅
若
会
、
昭
和
十
年
十
一
月
の
朝
日
会
館
で
の
能
な
ど
、「
能
舞
台
以
外
」
で
の
能
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
実
際
に
は
も
っ
と
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
現
時
点
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
に
つ
い
て
、
名
古
屋
に
お
い
て
「
能
舞
台
」
以
外
の
催
し
は
ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の
か
、
当
時
の
新
聞
記
事
を
元
に
見
て
行
き
た
い
。
一　
 
名
古
屋
公
会
堂
の
舞
台
披 
　
　
─
─
観
世
左
近
と
宝
生
重
英
の
来
演
─
─
　
昭
和
五
年
十
月
十
日
、
鶴
舞
公
園
に
名
古
屋
公
会
堂
が
開
館
し
た
。
こ
れ
は
、
名
古
屋
市
が
人
口
百
万
人
を
突
破
し
た
記
念
事
業
と
し
て
行
な
っ
た
事
業
の
一
つ
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
式
典
で
能
が
上
演
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
田
鍋
惣
太
）
9
（
郎
は
、「
丁
度
こ
の
頃
（
飯
塚
注
：
昭
和
二
年
頃
）
呉
服
町
の
舞
台
は
漸
く
老
廃
に
傾
き
、
そ
ろ
そ
ろ
新
舞
台
の
建
設
を
と
私
共
も
心
が
け
て
そ
の
準
備
に
取
り
か
か
つ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
舞
台
の
落
成
に
さ
き
が
け
て
、
昭
和
五
年
十
月
名
古
屋
市
公
会
堂
が
落
成
し
、
そ
の
舞
台
披
き
の
演
能
が
二
日
間
に
亘
つ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
の
裏
話
を
致
し
ま
す
と
、
初
め
こ
の
舞
台
披
き
に
は
六
代
目
菊
五
郎
を
予
定
し
て
い
た
処
都
合
で
能
を
と
い
う
事
に
な
り
、
急
に
私
に
話
が
あ
つ
た
の
で
私
は
大
急
ぎ
で
観
世
左
近
氏
と
宝
生
重
英
氏
（
現
九
郎
）
に
電
話
し
て
番
組
を
作
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
初
日
に
は
『
翁
』（
観
世
左
近
）
を
、
二
日
目
に
は
『
猩
々
』（
宝
生
重
英
）
で
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
時
の
舞
台
は
急
造
で
橋
掛
り
は
松
の
代
り
に
竹
を
お
き
、
そ
の
上
見
付
柱
も
な
か
つ
た
の
で
、
演
者
が
困
ら
れ
た
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
れ
で
そ
の
後
公
会
堂
で
の
演
能
に
は
短
い
見
付
柱
だ
け
を
建
て
た
と
い
う
様
な
一
つ
話
が
あ
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
こ
の
催
し
の
能
の
出
来
に
関
す
る
能
評
は
管
見
に
な
い
。
観
世
左
近
、
宝
生
重
英
と
い
う
第
一
人
者
を
招
き
な
が
ら
、
こ
の
催
し
が
「
能
」
を
鑑
賞
す
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
名
古
屋
市
の
人
口
百
万
人
突
破
を
祝
賀
す
る
式
典
の
「
余
興
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
の
祝
賀
会
に
は
名
古
屋
市
の
関
係
者
と
公
会
堂
建
築
に
寄
付
を
し
た
人
々
が
招
待
さ
れ
て
お
り
、
メ
イ
ン
は
あ
く
ま
で
「
式
典
」
に
あ
っ
た
。
飯　塚　恵理人
二
六
　
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
日
第
七
）
10
（
面
は
「
大
名
古
屋
市
人
口
百
萬
祝
賀
紀
念
号
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
人
口
百
萬
を
突
破
し　
四
大
事
業
も
完
成　
錦
繍
紅
葉
織
り
な
す
鶴
舞
公
園
に　
け
ふ
ぞ
壽
ほ
ぐ
記
念
式
」
の
見
出
し
で
事
業
と
記
念
式
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
。
　
　
五
層
城
頭
の
金
鯱
か
ゞ
や
く
と
こ
ろ
、
よ
く
天
の
時
と
、
地
の
利
と
、
人
の
和
と
を
得
、
市
制
施
行
以
来
四
十
一
年
に
し
て
人
口
百
萬
を
突
破
し
、
押
し
も
押
さ
れ
ぬ
全
国
第
三
位
の
大
都
市
た
る
外
形
と
内
容
と
を
兼
ね
備
へ
た
、
わ
れ
ら
の
若
き
大
名
古
屋
市
は
、
折
柄
錦
繍
の
紅
葉
、
秋
陽
に
彩
ら
る
ゝ
吉
辰
を
卜
し
、
十
月
十
日
、
十
一
日
の
両
日
に
亘
つ
て
、
花
々
し
く
鶴
舞
公
園
に
記
念
大
会
を
催
し
全
市
を
挙
げ
て
祝
福
、
喜
悦
の
行
進
曲
を
奏
で
る
事
と
な
つ
た
。
殊
に
完
成
さ
れ
た
四
大
事
業
│
│
中
川
運
河
の
開
鑿
、
第
三
期
水
道
拡
張
、
下
水
処
理
場
、
公
会
堂
の
建
設
の
如
き
、
何
れ
も
誇
る
に
足
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
わ
れ
ら
は
こ
ゝ
に
此
の
記
念
大
会
を
祝
賀
し
、
新
進
都
市
た
る
中
京
の
、
今
日
に
至
る
ま
で
の
足
跡
を
回
顧
す
る
と
共
に
、
更
に
強
く
明
日
の
躍
進
を
待
望
し
て
や
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
。
と
あ
る
。
四
大
事
業
と
は
、
①
中
川
運
河
の
開
鑿
、
②
第
三
期
水
道
拡
張
、
③
下
水
処
理
場
の
建
設
、
④
公
会
堂
の
建
設
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
公
会
堂
は
、
大
部
分
市
民
の
寄
付
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
七
）
11
（
面
に
　
　
公
会
堂　
一
、
公
会
堂
は
今
上
陛
下
御
成
婚
記
念
事
業
と
し
て
計
画
さ
れ
、
昭
和
二
年
四
月
起
工
今
回
完
全
を
見
た
も
の
で
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
近
世
式
四
階
造
建
坪
七
百
八
十
三
坪
延
坪
三
千
五
百
六
十
一
坪
の
大
建
築
で
あ
る
、
大
集
会
室
は
坐
席
二
千
七
百
を
有
し
予
備
椅
子
を
入
れ
る
と
裕
に
三
千
人
を
収
容
し
得
る
も
の
で
先
づ
日
本
一
の
大
公
会
堂
と
云
つ
て
も
過
言
で
な
か
ら
う
、
総
工
費
は
二
百
二
十
萬
円
を
要
し
大
部
分
は
市
民
の
寄
付
で
鶴
舞
公
園
北
隅
に
異
彩
を
放
つ
て
ゐ
る
。
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
同
紙
面
の
「
都
景
五
章
」
に
「
公
会
堂　
大
衆
の
座
に
菊
の
香
や
氾
濫
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
公
会
堂
は
「
大
衆
」
の
建
物
で
あ
り
、
そ
こ
で
「
菊
の
香
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
高
級
な
文
化
」
が
行
な
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
市
の
「
事
業
」
の
眼
目
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
）
12
（
日
は
「
大
名
古
屋
の
成
長
を
寿
ぐ
日　
鶴
舞
公
園
へ
鶴
舞
公
園
へ
と
大
衆
ぞ
く
ぞ
く
殺
到　
お
祝
気
分
正
に
最
高
潮
」
の
見
出
し
で
、
鶴
舞
公
園
で
の
祝
賀
会
の
様
子
を
伝
え
る
。
こ
れ
は
、
　
　
グ
レ
ー
ト
名
古
屋
の
人
口
百
萬
突
破
と
四
大
事
業
の
完
成
と
を
記
念
す
べ
き
十
日
の
朝
は
、
夜
来
の
小
雨
な
ご
り
な
く
晴
れ
て
絶
好
の
祝
賀
日
和
で
あ
る
、
軒
並
に
立
つ
日
章
旗
は
ヘ
ン
ポ
ン
と
翻
り
「
我
等
の
ナ
ゴ
ヤ
」
の
成
長
を
寿
ぐ
行
進
曲
を
奏
で
て
ゐ
る　
大
会
場
の
鶴
舞
公
園
は
清
掃
よ
ろ
し
く
朝
九
時
す
で
に
老
若
男
女
の
群
が
こ
の
日
の
歓
喜
に
嬉
々
と
し
て
處
々
に
打
寛
い
で
ゐ
る
、
　
　
　
　
　
◇
　
　
午
前
九
時
五
十
分
東
久
邇
宮
殿
下
が
御
来
場
遊
ば
さ
れ
る
、
邸
宅
其
他
を
市
や
町
へ
寄
付
し
て
晴
れ
や
か
な
心
境
に
あ
る
徳
川
義
親
侯
の
顔
が
見
え
る
、
そ
の
他
礼
装
の
来
賓
続
々
来
集
、
式
は
始
ま
つ
た
、
噴
水
塔
の
辺
に
は
市
民
が
犇
め
き
合
つ
て
式
の
経
過
を
打
ま
も
る
。
　
　
　
　
　
◇
　
　
十
一
時
二
十
分
、
会
堂
正
面
の
三
つ
の
扉
が
一
斉
に
開
い
て
宮
殿
下
を
御
先
頭
に
来
賓
が
溢
れ
出
た
、
式
が
済
ん
で
殿
下
の
御
帰
還
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
◇
　
　
か
く
し
て
幾
千
の
来
賓
は
列
を
な
し
て
コ
ス
モ
ス
の
咲
き
乱
れ
る
花
園
を
縫
つ
て
園
遊
会
場
へ
繰
込
ん
だ　
此
處
は
音
楽
堂
□
□
た
る
楽
の
音
と
共
に
一
般
余
興
場
に
当
て
た
普
選
壇
か
ら
は
誘
ひ
の
太
鼓
が
響
い
て
来
る
。
と
あ
る
。
式
が
終
わ
っ
た
の
は
十
一
時
二
十
分
で
あ
る
。CK
（
飯
塚
注
：
JO
CK
）
で
は
十
一
時
か
ら
十
二
時
ま
で
《
翁
》
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
し
て
い
る
昭和初期の名古屋能楽界
二
七
が
、
始
ま
っ
た
の
が
二
十
分
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
十
二
時
に
放
送
が
終
わ
っ
た
と
す
れ
ば
、
短
縮
し
た
か
、
途
中
で
切
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
日
夕
刊
一
）
13
（
面
に
は
「
園
遊
会　
能
に
踊
に
唄
に
」
と
し
て
「
式
後
公
会
堂
で
は
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
能
楽
『
翁
』
の
演
技
あ
り
三
千
の
来
賓
は
観
世
左
近
の
神
技
に
魅
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
続
い
て
名
古
屋
五
連
妓
か
ら
す
ぐ
つ
た
精
鋭
美
妓
の
名
古
屋
踊
り
に
移
り
常
盤
津
『
勢
獅
子
劇
場
花
誉
』
新
曲
長
唄
『
幸
市
園
之
賑
』
の
舞
踊
、
羽
田
歌
劇
な
ど
が
あ
り
一
方
奏
楽
堂
を
中
心
に
盛
ん
な
る
園
遊
会
が
催
さ
れ
祝
賀
気
分
が
漲
つ
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
主
賓
の
東
久
邇
宮
は
帰
還
し
、
来
賓
も
「
溢
れ
出
」
て
、
園
遊
会
の
会
場
に
行
っ
た
と
い
う
表
現
か
ら
考
え
る
と
、
観
世
左
近
の
《
翁
》
を
観
た
の
は
、
能
が
好
き
な
来
賓
に
限
ら
れ
、
大
多
数
の
来
賓
は
園
遊
会
に
行
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
　
記
念
祝
賀
会
は
翌
十
一
日
も
行
な
わ
れ
、
そ
の
様
子
は
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
）
14
（
日
夕
刊
に
「
百
萬
突
破
記
念
大
会
け
ふ
第
二
日　
歓
喜
に
酔
ふ
市
民
代
表
三
千　
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
祝
賀
式
」
の
見
出
し
で
、
　
　
名
古
屋
市
人
口
百
萬
突
破
記
念
大
会
第
二
日
目
十
一
日
も
前
日
同
様
鶴
舞
公
園
新
築
公
会
堂
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た　
こ
の
日
の
来
会
者
は
市
内
各
町
総
代
、
衛
生
組
合
長
、
在
郷
軍
人
会
長
、
青
年
団
長
ら
二
千
七
百
余
名
で
第
一
日
の
モ
ー
ニ
ン
グ
、
シ
ル
ク
ハ
ツ
ト
姿
の
来
会
者
の
多
か
つ
た
の
に
較
べ
け
ふ
は
紋
服
姿
の
人
達
が
大
多
数
を
占
め
中
に
は
在
郷
軍
人
会
長
の
正
装
の
人
や
団
長
服
の
人
も
見
受
け
ら
れ
た
、
か
く
て
午
前
十
時
、
電
鈴
に
よ
つ
て
一
同
着
席
し
一
澤
助
役
は
急
霰
の
如
き
拍
手
に
迎
へ
ら
れ
て
開
会
の
辞
を
述
べ
、
次
い
で
一
同
起
立
の
裡
に
国
歌
君
ヶ
代
の
ピ
ア
ノ
弾
奏
あ
り
、
続
い
て
大
岩
市
長
は
満
場
の
拍
手
を
浴
び
つ
ゝ
正
面
に
立
つ
て
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
の
祝
辞
に
移
り
濱
口
総
理
大
臣
、
坂
部
第
一
師
団
長
、
神
戸
市
長
（
各
代
読
）
今
堀
名
古
屋
市
会
議
長
の
祝
辞
あ
り
、
こ
れ
よ
り
今
回
竣
工
式
を
あ
げ
た
中
川
運
河
、
第
三
期
水
道
拡
張
事
業
、
下
水
処
分
場
、
市
公
会
堂
の
事
業
概
要
を
映
画
に
よ
つ
て
報
告
し
青
木
助
役
の
閉
式
の
辞
で
十
一
時
半
大
会
を
終
つ
た
、
式
後
公
会
堂
ス
テ
ー
ジ
で
宝
生
流
宗
家
の
能
楽
あ
り
終
つ
て
正
午
か
ら
奏
楽
堂
を
中
心
に
市
内
各
連
妓
の
斡
旋
で
盛
大
な
る
園
遊
会
が
催
さ
れ
午
後
一
時
か
ら
更
に
公
会
堂
ス
テ
ー
ジ
で
五
連
妓
か
ら
す
ぐ
つ
た
美
妓
の
名
古
屋
踊
り
、
羽
田
歌
劇
な
ど
が
あ
り
祝
賀
気
分
が
漲
つ
た
と
あ
る
。
来
賓
が
異
な
る
と
い
う
以
外
、
基
本
的
な
構
成
は
初
日
と
同
じ
で
あ
る
。
　
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
）
15
（
日
の
ラ
ジ
オ
欄
「
今
日
の
ラ
ヂ
オ　
名
古
屋
（JO
CK
）」
に
は
、
観
世
左
近
に
よ
る
舞
台
披
が
放
送
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
。
　
　
【
十
一
時
】
能
楽
（
鶴
舞
公
園
内
公
会
堂
ヨ
リ
中
継
）　
「
翁
」
謡　
観
世
左
近
、
面
箱　
井
上
彦
四
郎
、
千
歳　
谷
村
直
次
郎　
三
番
叟　
井
上
菊
次
郎
、
笛　
藤
田
豊
二
郎
、
小
鼓　
田
鍋
惣
一
郎
、
同　
田
鍋
惣
太
郎
、
同　
青
木
恒
治
、
大
鼓　
西
尾
孫
太
郎
、
太
鼓　
野
崎
光
之
丞
　
　
【
正
午
】
時
報
、
気
象
通
報
、
経
済
市
況
（
中
略
）
　
　
【
一
時
十
分
】
舞
踊
（
鶴
舞
公
園
内
公
会
堂
ヨ
リ
中
継
）
常
盤
津
「
勢
獅
子
」
長
唄
「
新
曲
幸
市
園
の
賑
」
名
古
屋
五
連
妓
芸
妓
連
中
　
開
館
の
初
日
、
観
世
左
近
の
次
に
「
芸
妓
」
が
踊
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
公
会
堂
は
純
粋
な
「
劇
場
建
築
」
で
あ
る
は
ず
で
、
能
楽
師
の
演
能
は
大
正
時
代
な
ら
ば
当
然
拒
否
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
「
芸
妓
」
の
踊
っ
た
後
に
能
を
舞
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
翌
日
に
宝
生
重
英
が
舞
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
ラ
ジ
オ
中
継
さ
れ
た
。「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
）
16
（
日
に
よ
り
引
用
す
る
と
、
　
　
【
十
一
時
】
狂
言
（
鶴
舞
公
園
公
会
堂
ヨ
リ
中
継
）「
福
之
神
」
河
村
鍵
三
郎
、
井
上
新
三
郎
、
河
村
丘
造　
△
能
楽
（
同
）「
猩
々
」
謡　
宝
生
重
英
、
同　
飯　塚　恵理人
二
八
西
村
弘
敬
、
笛　
鈴
木
直
恒
、
小
鼓　
福
井
初
太
郎
、
大
鼓　
永
田
虎
之
助
、
太
鼓　
鬼
頭
為
太
郎
　
　
【
正
午
】　
時
報
、
気
象
通
報
、
経
済
市
況
と
な
る
。
鶴
舞
公
園
か
ら
の
こ
の
日
の
中
継
放
送
は
こ
の
能
・
狂
言
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
式
典
が
終
わ
っ
た
時
間
が
十
一
時
半
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
《
福
の
神
》
を
全
部
放
送
し
た
ら
《
猩
々
》
は
放
送
出
来
な
い
。
ど
の
よ
う
な
形
で
演
じ
た
か
、
放
送
し
た
か
の
資
料
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。
　
こ
の
公
会
堂
の
能
は
、
基
本
的
に
「
名
古
屋
市
」
の
企
画
で
、
祝
賀
会
の
「
式
典
」
の
あ
と
の
「
余
興
」
と
し
て
行
な
わ
れ
た
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
名
古
屋
能
楽
会
の
よ
う
に
会
員
が
年
会
費
を
払
う
催
し
で
も
、
席
の
チ
ケ
ッ
ト
を
売
る
形
式
で
も
な
く
、
観
客
は
全
て
「
名
古
屋
市
」
の
「
来
賓
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
式
典
は
、
東
久
邇
宮
・
徳
川
義
親
な
ど
の
貴
顕
の
招
待
に
よ
っ
て
権
威
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
市
の
公
会
堂
の
「
舞
台
披
」
と
い
う
意
味
付
け
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
能
」
を
主
体
と
す
る
催
し
で
は
な
い
た
め
、
実
際
に
能
を
観
た
の
は
招
待
客
で
も
能
が
好
き
な
人
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
能
は
上
流
階
級
の
高
級
な
趣
味
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
守
る
た
め
に
劇
場
で
は
演
じ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
既
に
出
来
な
か
っ
た
。
地
方
で
も
、
芸
妓
に
よ
る
「
名
古
屋
踊
り
」
の
行
な
わ
れ
た
舞
台
で
舞
う
こ
と
が
特
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
な
く
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
も
、「
祝
賀
会
」
の
放
送
の
一
環
と
し
て
、
能
楽
の
放
送
を
行
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
放
送
は
、
能
と
し
て
は
前
後
が
切
れ
て
し
ま
い
、
不
完
全
な
形
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
祝
賀
会
の
「
高
級
感
」
を
出
す
た
め
に
能
を
上
演
し
、
ラ
ジ
オ
で
放
送
し
た
と
考
え
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。
二　
新
愛
知
新
聞
主
催　
春
季
能
楽
大
会
　
名
古
屋
能
楽
堂
は
、
昭
和
六
年
四
月
二
十
三
日
に
開
館
す
る
が
、
そ
の
直
前
の
四
月
三
日
に
、
新
愛
知
新
聞
社
主
催
の
能
が
、
鶴
舞
公
園
の
名
古
屋
公
会
堂
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
田
鍋
惣
太
）
17
（
郎
が
昭
和
五
年
十
一
月
に
「
布
池
能
楽
堂
工
事
中
を
利
用
し
て
私
は
名
古
屋
の
楽
師
十
一
名
を
引
率
し
て
上
海
に
渡
り
演
能
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
よ
う
に
、
布
池
の
名
古
屋
能
楽
堂
の
工
事
に
か
か
っ
て
か
ら
は
呉
服
町
能
楽
堂
は
閉
鎖
さ
れ
て
使
用
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
実
質
的
に
能
舞
台
で
の
能
は
出
来
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
催
し
は
、
地
元
の
能
楽
師
の
能
を
新
聞
社
の
企
画
で
行
な
っ
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
　
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
四
月
三
）
18
（
日
に
は
「
本
社
主
催　
い
よ
い
よ
今
晩
六
時
よ
り　
春
季
能
楽
大
会　
会
場
・
名
古
屋
市
公
会
堂
」
の
広
告
が
載
る
。
但
し
入
場
料
金
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
夜
能
で
あ
っ
た
た
め
、
四
日
に
は
記
事
が
載
ら
ず
、
五
日
に
載
る
。「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
四
月
五
）
19
（
日
に
は
、「
華
々
し
く
開
か
れ
た　
本
社
主
催　
春
季
能
楽
大
会　
市
公
会
堂
に
観
衆
溢
る
」
の
見
出
し
で
、
　
　
一
般
好
楽
家
か
ら
絶
大
な
る
人
気
を
以
て
期
待
さ
れ
て
ゐ
た
本
社
主
催
の
春
季
能
楽
大
会
は
三
日
午
後
六
時
か
ら
鶴
舞
公
園
名
古
屋
市
公
会
堂
に
於
て
華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
が
流
石
に
古
い
伝
統
を
有
す
る
一
大
芸
術
で
あ
る
処
か
ら
各
方
面
に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
捲
き
起
し
て
ゐ
た
だ
け
に
観
衆
は
定
刻
数
時
間
前
既
に
会
場
入
口
に
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
続
々
来
場　
満
場
字
義
の
如
く
立
錐
の
余
地
な
き
盛
況
を
呈
し
た
、
か
く
て
定
刻
本
社
峰
崎
記
者
の
開
会
辞
、
金
森
本
社
事
業
部
長
の
挨
拶
に
次
で
本
社
嘱
託
水
野
申
三
氏
「
能
楽
の
姿
」
と
題
し
能
楽
の
趣
味
に
就
て
講
演
が
あ
り
い
よ
い
よ
能
楽
に
移
れ
ば
先
づ
能
「
芦
刈
」
昭和初期の名古屋能楽界
二
九
は
飯
田
鞆
惠
氏
の
シ
テ
に
吉
川
翠
渓
氏
の
ツ
レ　
脇
が
西
村
愛
三
氏
西
尾
孫
太
郎
氏
の
大
鼓
、
山
田
耕
平
氏
の
小
鼓
、
国
井
四
郎
氏
の
笛
、
野
村
二
郎
氏
の
地
頭
は
流
石
に
シ
ツ
ク
リ
と
合
つ
た
呼
吸
に
充
分
其
達
意
的
動
作
を
み
せ
続
い
て
一
調
は
金
春
流
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
る
本
田
秀
男
氏
の
謡
に
福
井
五
郎
氏
の
小
鼓
を
配
し
た
放
下
僧
は
実
に
美
事
な
気
込
み
に
満
堂
固
唾
を
呑
み
、
終
つ
て
斎
藤
安
次
郎
氏
の
シ
テ
、
西
村
弘
敬
氏
の
脇
、
木
造
大
観
氏
の
大
鼓
、
高
橋
栄
次
氏
の
小
鼓
、
鬼
頭
八
郎
氏
の
太
鼓
、
金
森
準
三
氏
の
笛
に
依
つ
て
演
ぜ
ら
れ
た
「
羽
衣
」
は
こ
と
に
観
衆
に
多
大
な
感
動
を
与
へ
そ
れ
よ
り
井
上
彦
四
郎
氏
の
狂
言
「
花
折
」
は
充
実
さ
れ
た
芸
力
に
大
喝
采
を
博
し
最
後
に
斯
界
の
権
威
柴
田
初
太
郎
氏
の
「
小
鍛
冶
」
は
西
村
弘
敬
、
杉
山
大
六
両
氏
を
相
手
に
西
尾
孫
太
郎
氏
（
大
鼓
）
守
屋
壽
石
氏
（
小
鼓
）
山
田
一
郎
氏
（
太
鼓
）
鈴
木
直
恒
氏
（
笛
）
と
い
ふ
権
威
揃
ひ
の
囃
で
其
上
飯
田
鞆
惠
氏
の
地
頭
と
相
俟
つ
て
実
に
独
特
の
妙
技
を
演
じ
か
く
て
能
楽
大
会
は
近
来
稀
に
見
る
大
盛
会
裡
に
十
一
時
終
演
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
水
野
申
三
に
よ
る
講
演
つ
き
で
、
能
が
《
芦
刈
》《
羽
衣
》《
小
鍛
冶
》、
狂
言
が
《
花
折
》
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
初
心
者
を
意
識
し
た
催
し
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
東
京
か
ら
の
役
者
は
一
調
の
謡
を
勤
め
た
本
田
秀
男
の
み
で
他
は
全
て
名
古
屋
の
能
楽
師
で
あ
る
。
名
古
屋
で
も
、
昭
和
六
年
に
は
名
古
屋
能
楽
会
の
み
な
ら
ず
、
新
聞
社
が
主
催
し
て
能
を
催
す
素
地
が
あ
り
、
そ
れ
が
成
功
す
る
だ
け
の
観
客
層
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
現
在
私
の
手
元
に
は
戦
前
の
名
古
屋
の
新
聞
社
の
催
し
の
番
組
は
他
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
新
聞
社
に
よ
る
催
し
が
ど
の
程
度
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
三　
名
古
屋
梅
若
会
─
─
新
愛
知
新
聞
社
後
援
の
催
し
─
─
　
大
正
十
年
に
観
世
流
を
除
名
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
梅
若
流
は
能
楽
協
会
に
加
盟
す
る
こ
と
は
出
来
な
く
な
っ
た
。
能
楽
協
会
に
所
属
す
る
シ
テ
方
の
他
の
流
儀
や
、
囃
子
方
・
狂
言
方
の
出
勤
も
断
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
梅
若
流
は
「
能
楽
会
」
の
保
護
を
受
け
ず
、
能
楽
協
会
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
囃
子
方
・
狂
言
方
に
出
勤
を
依
頼
し
、
シ
テ
方
が
脇
を
演
じ
、
能
を
続
け
た
。
こ
れ
は
梅
若
流
に
三
井
家
な
ど
強
力
な
後
援
者
が
い
た
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
。
梅
若
流
は
昭
和
六
年
十
月
五
日
に
一
門
を
率
い
て
名
古
屋
市
公
会
堂
で
能
を
行
な
っ
て
い
る
。
昭
和
六
年
四
月
に
は
、
布
池
町
に
名
古
屋
能
楽
堂
が
開
館
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
は
「
名
古
屋
能
楽
会
」
が
管
理
し
て
い
る
建
物
で
あ
り
、
こ
こ
で
能
を
演
じ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
名
古
屋
市
公
会
堂
で
演
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
三
）
20
（
日
に
は
、「
日
時　
十
月
五
日
午
後
五
時
半
開
演　
会
場　
名
古
屋
市
公
会
堂　
梅
若
流
能
楽
大
会　
申
込
所　
其
中
堂
書
店
（
門
前
町
）
中
惣
南
店
（
本
町
西
）
静
観
堂
書
店
（
本
町
東
）
松
坂
屋
、
亀
末
廣
菓
子
舗
（
朝
日
町
）　
【
本
社
後
援
】　
主
催　
名
古
屋
梅
若
会　
￥
3,00
（
指
定
席
）￥
2,00 
￥
1,00
」
と
い
う
広
告
が
載
っ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
小
鼓
方
田
鍋
惣
太
郎
の
経
営
す
る
中
惣
商
店
が
入
っ
て
い
る
よ
う
に
、
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
場
所
が
全
て
名
古
屋
能
楽
会
の
券
を
扱
っ
て
い
る
店
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。「
芸
事
上
の
交
際
」
は
出
来
な
い
が
、
切
符
の
販
売
は
引
き
受
け
て
い
る
。
名
古
屋
梅
若
会
の
観
客
は
、
か
な
り
の
部
分
が
名
古
屋
能
楽
会
の
観
客
と
重
な
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
　
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
四
）
21
（
日
に
は
、「
本
社
後
援　
梅
若
流
能
楽
大
会　
愈
よ
明
ば
ん
市
公
会
堂
で　
す
ば
ら
し
い
人
気
」
と
い
う
見
出
し
で
、
飯　塚　恵理人
三
〇
　
　
能
楽
界
の
権
威
梅
若
萬
三
郎
梅
若
六
郎
両
師
を
始
め
一
門
三
十
余
名
が
久
々
の
演
能
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
素
晴
ら
し
い
人
気
を
以
つ
て
期
待
さ
れ
て
ゐ
る
本
社
後
援
、
名
古
屋
梅
若
会
主
催
の
梅
若
流
能
楽
大
会
は
い
よ
い
よ
明
五
日
午
後
五
時
半
か
ら
鶴
舞
公
園
市
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
る
が
、
　
　
能
組
は
通
小
町
、
梅
若
萬
三
郎
、
梅
若
亀
光
（
梅
若
武
士
）、
葵
上
、
梅
若
六
郎
、
梅
若
猶
義
（
梅
若
萬
佐
世
）、
夜
討
曾
我
、
梅
若
萬
三
郎
、
梅
若
六
郎
、
狂
言
棒
縛
、
恩
地
伊
太
郎
、
武
藤
達
三
、
其
他
仕
舞
数
番
あ
り　
会
員
券
は
三
円
（
指
定
席
）
二
円
、
一
円
等
で
下
記
申
込
所
で
取
扱
つ
て
ゐ
る
中
区
門
前
町
其
中
堂
書
店
、
広
小
路
本
町
中
惣
南
店
、
同
静
観
堂
書
店
、
東
区
朝
日
町
亀
末
廣
菓
子
舗
、
松
坂
屋
（
写
真
右
上
か
ら
梅
若
萬
三
郎
梅
若
亀
之
、
左
上
か
ら
梅
若
六
郎
、
梅
若
萬
佐
世
諸
氏
、
中
央
は
葵
上
シ
テ
六
郎
氏
）
と
写
真
入
で
広
告
さ
れ
て
い
る
。「
本
社
後
援
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
後
援
」
の
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
新
聞
社
の
後
援
の
効
果
が
も
っ
と
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
自
社
の
新
聞
記
事
に
お
い
て
広
告
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
会
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
六
）
22
（
日
に
「
華
々
し
く
開
か
れ
た　
梅
若
流
能
楽
大
会　
満
堂
の
聴
衆
伝
統
的
芸
術
に
酔
ふ
」
と
い
う
見
出
し
で
、
　
　
絶
大
な
人
気
で
一
般
好
楽
家
か
ら
期
待
さ
れ
て
ゐ
た
名
古
屋
梅
若
会
主
催
本
社
後
援
の
梅
若
流
能
楽
大
会
は
五
日
午
後
五
時
半
よ
り
名
古
屋
市
公
会
堂
に
於
て
華
々
し
く
開
催
さ
れ
た
が
流
石
我
国
伝
統
的
芸
術
で
あ
る
能
楽
界
に
一
流
を
樹
立
し
た
梅
若
萬
三
郎
、
六
郎
両
師
の
演
能
は
久
し
く
渇
望
さ
れ
て
ゐ
た
事
と
て
続
々
来
場
し
た
観
衆
は
定
刻
前
既
に
満
員
の
盛
況
を
呈
し
、
や
が
て
電
鈴
の
音
ひ
ゞ
き
渡
る
や
湧
く
が
如
き
拍
手
に
迎
へ
ら
れ
て
開
演
の
幕
は
あ
げ
ら
れ
先
づ
能
「
通
小
町
」
よ
り
始
ま
れ
ば
梅
若
萬
三
郎
（
シ
テ
）
梅
若
亀
之
（
ツ
レ
）
梅
若
萬
佐
世
（
脇
）
斎
藤
喜
一
郎
（
大
鼓
）
大
倉
宣
利
（
鼓
）
杉
山
立
枝
（
笛
）
諸
氏
は
シ
ッ
ク
リ
合
つ
た
呼
吸
と
其
達
技
的
演
能
振
り
に
満
堂
固
唾
を
呑
み
、
次
い
で
仕
舞
に
移
り
、
中
山
得
二
（
楊
貴
妃
）
青
木
只
一
（
清
経
）
小
山
健
太
郎
（
嵐
山
）
は
実
に
美
事
な
舞
振
り
を
演
じ
続
い
て
梅
若
六
郎
（
シ
テ
）
梅
若
猶
義
（
ツ
レ
）
梅
若
武
士
（
脇
）
金
子
一
（
脇
ツ
レ
）
斎
田
喜
一
郎
（
大
鼓
）
濱
田
嘉
一
郎
（
鼓
）
南
條
秀
治
（
太
鼓
）
宇
都
木
寛
（
笛
）
諸
氏
に
依
つ
て
演
ぜ
ら
れ
た
能
「
葵
上
」
は
い
づ
れ
も
優
ぐ
れ
た
る
技
芸
に
観
衆
に
多
大
な
感
動
を
与
へ
そ
れ
よ
り
武
藤
達
三
、
恩
地
伊
太
郎
両
氏
の
狂
言
「
棒
縛
」
か
ら
山
口
直
知
（
松
風
）
梅
若
亀
之
（
笠
之
段
）
梅
若
武
士
米
倉
康
之
（
龍
虎
）
諸
氏
の
仕
舞
は
こ
れ
又
充
実
さ
れ
た
技
力
に
割
れ
ん
ば
か
り
の
喝
采
を
博
し
愈
々
最
後
の
能
「
夜
討
曾
我
」
は
梅
若
萬
三
郎
（
十
郎
）
梅
若
六
郎
（
五
郎
）
両
氏
の
立
方
に
佐
伯
實
（
大
鼓
）
大
倉
宣
利
（
鼓
）
杉
山
立
枝
（
笛
）
諸
氏
の
囃
で
恩
地
伊
太
郎
氏
の
大
藤
内
と
相
俟
つ
て
流
石
は
斯
界
の
権
威
と
し
て
独
特
な
る
妙
技
に
満
堂
を
恍
惚
と
さ
せ
か
く
て
梅
若
流
能
楽
大
会
は
大
盛
会
裡
に
九
時
半
終
演
を
告
げ
た
と
載
る
。
梅
若
流
に
所
属
す
る
シ
テ
方
・
囃
子
方
・
狂
言
方
を
全
て
東
京
か
ら
連
れ
て
来
て
い
る
。
地
元
の
能
楽
師
は
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
。
こ
の
意
味
で
興
行
と
し
て
は
大
変
制
作
費
の
か
か
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
新
聞
に
よ
っ
て
宣
伝
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
地
元
に
全
く
所
縁
の
な
い
能
楽
師
で
あ
っ
て
も
、
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
声
が
知
ら
れ
て
お
り
、
東
京
で
有
名
な
能
楽
師
で
あ
れ
ば
催
し
が
出
来
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
囃
子
方
・
狂
言
方
ま
で
も
連
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
梅
若
流
の
催
し
は
地
方
で
は
や
は
り
不
利
で
、
戦
前
の
名
古
屋
で
は
こ
の
催
し
以
外
管
見
に
な
い
。
昭和初期の名古屋能楽界
三
一
四　
朝
日
会
館
で
の
催
し 
　
　
─
─
朝
日
新
聞
名
古
屋
支
社
発
刊
記
念
─
─
　
東
海
三
県
の
朝
日
新
聞
は
、
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
六
日
の
夕
刊
よ
り
、
大
阪
朝
日
新
聞
名
古
屋
支
社
が
発
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
二
十
六
日
、
名
古
屋
支
社
に
よ
る
新
聞
発
行
を
記
念
し
て
能
が
行
な
わ
れ
た
。「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
七
日
市
内
）
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版
に
は
、「
大
家
の
至
芸
に　
観
衆
た
ゞ
恍
惚　
新
装
の
朝
日
会
館
に
繰
展
げ
ら
れ
た　
能
楽
鑑
賞
の
夕
」
の
見
出
し
で
　
　
本
社
社
会
事
業
団
主
催
の
名
古
屋
能
楽
会
後
援
の
第
三
回
能
楽
鑑
賞
会
は
二
十
六
日
午
後
四
時
ら
か
新
装
の
名
古
屋
朝
日
会
館
に
て
開
催
、
こ
れ
よ
り
先
会
館
に
は
木
の
香
も
清
が
す
が
し
い
舞
台
を
仕
組
み
浄
め
の
式
を
行
ひ
一
同
列
席
冷
酒
を
汲
み
交
し
た
、
能
組
は
金
剛
巌
氏
の
「
翁
」
に
舞
台
を
パ
ッ
と
明
る
く
し
て
お
祝
ひ
気
分
を
満
喫
し
た
がCK
の
マ
イ
ク
が
中
継
し
て
ラ
ヂ
オ
フ
ァ
ン
に
も
親
し
く
こ
の
実
況
が
伝
へ
ら
れ
た
、
や
が
て
賑
や
か
な
囃
し
面
白
く
狂
言
が
あ
つ
て
の
ち
「
景
清
」
が
観
世
流
の
重
鎮
橋
岡
久
太
郎
氏
の
至
芸
に
よ
つ
て
巧
に
観
客
を
惹
き
つ
け
最
後
に
金
剛
巌
氏
の
弁
慶
の
金
剛
か
金
剛
の
弁
慶
か
と
い
は
れ
る
大
芸
術
を
舞
台
一
ぱ
い
に
繰
展
げ
て
「
船
弁
慶
」
を
熱
演
し
稀
に
見
る
盛
会
の
裡
に
九
時
鑑
賞
の
夕
を
閉
ぢ
た
と
あ
る
。
来
場
者
の
数
は
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
朝
日
新
聞
名
古
屋
支
社
の
新
聞
発
刊
の
催
し
をCK
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
東
京
朝
日
新
聞
社
の
東
京
の
朝
日
講
堂
で
の
能
は
、
能
の
能
楽
堂
以
外
で
の
上
演
を
一
般
化
し
、
能
を
ラ
ジ
オ
で
舞
台
中
継
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
普
及
し
「
民
衆
化
」
し
よ
う
と
す
る
先
鞭
を
つ
け
た
も
の
だ
っ
た
。
名
古
屋
支
社
の
発
刊
の
日
に
こ
の
よ
う
な
催
し
を
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
普
及
」
の
催
し
を
名
古
屋
で
も
行
な
う
こ
と
を
自
社
の
記
事
と
ラ
ジ
オ
に
よ
っ
て
宣
伝
す
る
目
的
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま 
と 
め
　
大
正
八
年
末
、
能
が
能
舞
台
以
外
で
催
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
大
正
十
二
年
に
梅
若
流
が
大
阪
で
公
会
堂
で
の
能
を
行
な
い
、
昭
和
二
年
に
は
観
世
元
滋
な
ど
家
元
が
東
京
の
朝
日
講
堂
で
能
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
阪
毎
日
新
聞
社
、
朝
日
新
聞
社
と
い
う
新
聞
社
の
企
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
動
き
は
名
古
屋
に
も
急
速
に
影
響
を
与
え
た
。
名
古
屋
公
会
堂
の
開
館
記
念
の
能
は
名
古
屋
市
の
企
画
で
全
員
招
待
客
で
あ
る
。
あ
と
の
三
回
は
い
ず
れ
も
新
聞
社
が
企
画
・
宣
伝
に
関
わ
っ
て
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
協
力
し
て
い
る
。
名
古
屋
に
お
い
て
も
、
東
京
・
大
阪
と
同
様
に
新
聞
社
の
主
催
・
後
援
の
公
会
堂
や
講
堂
で
の
催
し
が
行
わ
れ
、
成
功
し
た
。
た
だ
し
、
東
京
と
異
な
り
、
布
池
の
名
古
屋
能
楽
堂
開
館
以
降
は
、
そ
れ
ほ
ど
公
会
堂
で
の
催
し
は
な
か
っ
た
の
で
は
と
予
想
さ
れ
る
。
名
古
屋
能
楽
堂
の
定
員
は
、「
昭
和
六
年
四
月
二
十
五
日　
舞
台
開
記
念　
社
団
法
人
名
古
屋
能
楽
会
」
絵
葉
書
表
紙
の
「
社
団
法
人　
名
古
屋
能
楽
堂
建
築
工
事
概
）
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（
容
」
を
引
用
す
る
と
「
△
定
員　
椅
子
席　
参
百
拾
四
脚　
貴
賓
席　
壱
席　
座
席　
四
人
詰　
四
拾
席　
弐
人
詰　
四
席
」
で
あ
る
。
呉
服
町
能
楽
堂
が
升
席
で
あ
っ
た
こ
と
と
異
な
り
椅
子
席
主
体
で
、
一
人
席
単
位
で
購
入
で
き
る
。
ま
た
椅
子
席
・
座
席
の
人
数
の
合
計
か
ら
、
名
古
屋
能
楽
堂
の
定
員
は
五
百
人
弱
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
名
古
屋
梅
若
会
の
チ
ケ
ッ
ト
が
「
名
古
屋
能
楽
会
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
販
売
し
て
い
る
所
で
売
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
会
堂
・
講
堂
で
催
さ
れ
る
能
で
あ
っ
て
も
実
際
に
は
能
楽
堂
で
能
を
以
前
か
ら
見
て
い
た
「
常
連
客
」
が
観
客
の
多
く
を
占
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。「
新
規
」
の
全
く
能
を
観
た
こ
と
の
な
い
観
客
が
大
挙
し
て
購
入
す
る
よ
飯　塚　恵理人
三
二
う
な
能
は
、
戦
前
の
名
古
屋
で
は
多
く
は
な
く
、
強
い
て
公
会
堂
で
行
な
わ
な
く
と
も
ほ
と
ん
ど
の
催
し
は
収
容
人
数
五
百
人
弱
の
名
古
屋
能
楽
堂
で
事
足
り
た
と
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
名
古
屋
に
お
い
て
も
昭
和
初
期
の
時
点
で
伊
藤
家
・
関
戸
家
と
い
っ
た
従
来
の
後
援
者
の
み
で
は
能
の
維
持
が
出
来
な
い
状
況
が
あ
り
、
一
方
「
一
席
単
位
」
の
席
を
購
入
し
て
能
を
見
た
い
と
い
う
観
客
が
か
な
り
増
え
て
き
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ
し
て
能
楽
の
宣
伝
に
つ
い
て
も
、
新
聞
・
ラ
ジ
オ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
が
大
き
な
影
響
を
果
た
し
つ
つ
あ
っ
た
。
華
族
・
大
商
人
か
ら
知
識
人
階
級
へ
、
能
楽
の
後
援
者
の
交
代
は
、
東
京
で
も
名
古
屋
で
も
急
速
に
起
こ
り
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
能
楽
堂
以
外
の
催
し
は
そ
の
象
徴
的
な
「
事
件
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
注（1
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
倉
田
喜
弘　
編
著　
国
立
能
楽
堂
調
査
養
成
課
編
集　
日
本
芸
術
文
化
振
興
会　
平
成
十
年
三
月
発
行　
三
三
一
－
三
三
二
頁
（
2
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
注（
1
）　
三
三
四
－
三
三
五
頁
（
3
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
注（
1
）　
二
九
六
－
二
九
八
頁
（
4
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
注（
1
）　
二
七
六
－
二
七
七
頁
（
5
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
注（
1
）　
三
八
二
－
三
八
五
頁
（
6
）  
「
メ
デ
ィ
ア
と
能
楽
│
│SP
レ
コ
ー
ド
と
朝
日
新
聞
社
主
催
能
を
中
心
に
│
│
」　
拙
稿　
『
椙
山
国
文
学
』　
第
三
十
一
号　
椙
山
女
学
園
大
学
国
文
学
会　
平
成
十
九
年
三
月
発
行　
二
一
－
三
三
頁
（
7
）  
「
昭
和
初
期
の
能
楽
│
│
朝
日
講
堂
か
ら
の
《
土
蜘
》『
中
継
放
送
』
を
中
心
に
│
│
」　
拙
稿　
『
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』　
東
海
能
楽
研
究
会　
平
成
十
九
年
三
月
発
行　
二
五
－
三
三
頁
（
8
）  
『
大
正
の
能
楽
』　
注（
1
）　
四
一
〇
－
四
一
一
頁
（
9
）  
『
小
鼓
芸
話
』　
田
鍋
惣
太
郎
著　
わ
ん
や
書
店　
昭
和
三
十
三
年
六
月
発
行　
一
四
四
－
一
四
五
頁
（
10
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
日
七
面
（
11
）  
「
新
愛
知
新
聞
」　
注（
10
）
（
12
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
二
面
（
13
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
日
夕
刊
一
面
（
14
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
夕
刊
一
面
（
15
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
日
（
16
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
八
面
（
17
）  
『
小
鼓
芸
話
』　
注（
9
）　
一
四
六
頁
（
18
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
四
月
三
日
五
面
（
19
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
四
月
五
日
五
面
（
20
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
三
日
十
面
（
21
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
四
日
（
22
）  
「
新
愛
知
新
聞
」
昭
和
六
年
十
月
六
日
九
面
（
23
）  
「
大
阪
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
年
十
一
月
二
十
七
日
市
内
版
（
24
）  
「
昭
和
六
年
四
月
二
十
五
日　
舞
台
開
記
念　
社
団
法
人
名
古
屋
能
楽
会
」
絵
葉
書
写
真　
「『
催
花
賞
受
賞
記
念
論
文
集
』《
資
料
編
》
第
二
部　
名
古
屋
の
能
楽
の
歩
み
」　
注（
7
）　
一
四
五
頁
補
記　
本
稿
は
平
成
十
八
年
度
放
送
文
化
基
金
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
と
な
り
ま
す
。
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文
化
情
報
学
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文
化
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報
学
科
